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作動流体にはグリセロールおよび純水を 80:20w/w%の割合で

混合した溶液を使用した．なお，この作動流体は現時点で

は実際の血液の粘弾性特性は模擬できていないが，先行研

究（6）などを参考に順次行っていく予定である． 

流体応力場計測には，武藤らによって構築が行われている偏

光の位相差計測による非定常かつ非接触な流体応力場の可視

化手法を用いた(7-8）． 

 

3． 実験結果および考察 

まず初めに単純な直管流路（瘤がないモデル）における実験

結果を紹介する．図 2(a)(b)は PVA 5wt%における直管流路に作

動流体（グリセロール・純水を 80:20w/w%）を流した際の実験画

像および位相差画像である．作動流体を流すことによって壁面

近傍に位相差としてはあまり大きくはないが反応があることがわ

かった．さらに図 2(c)(d)では直管流路に瘤を付けた場合におけ

る結果を示している．瘤周辺において比較的強い反応を示して

いることがわかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
Fig. 2: Experimental results for a straight channel and a channel 
with the aneurysm. (a) (c) Original experimental data. (b) (d) Phase 
difference analysis data. 
 

次に分岐点に瘤を有するモデルにおける実験結果を紹介す

る．図 3 は PVA 5wt%における瘤を有する分岐流路に作動流体

（グリセロール・水を 80:20w/w%）を流した時の実験画像および

位相差データである．こちらでも，瘤周辺において比較的強い反

応を示していることがわかった．一方で，現状の流路作成方法で

は，瘤をつけた型をゲル内部から取り出す際に，引き抜きによっ

て流路壁表面を傷つけている可能性があり，その表面の傷の影

響によって，周囲と比べて強い反応を示している可能性がある．

これらについては，流路作成方法も踏まえて今後の検討事項で

ある． 

今回は，PVA-H を用いた模擬流路の作成方法の検討を行い，

実際に作動流体（グリセロール・水 80:20w/w%）を流すことで模

擬材料の位相差情報の取得を行った．今後はこれらの結果につ

いて，現実の系との比較等を行い，妥当性を検証することが必要

である．そこで，まず初めに図(a)(b)で示した直管流路について，

位相差発現の原因となっているものが作動流体による壁面への

せん断応力によるものか，それとも壁面の伸縮に伴うものであ

るのかなど，詳細に調査を行うことを計画している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

       
Fig. 3: Experimental results in a simulated channel with a 
bifurcation point. (a) Original experimental data. (b) Phase 
difference analysis data. 

 

4． 結論・今後の予定 

本発表では，これまでに検討をおこなった PVA-H を用いた模

擬流路作成，および，実際に作動流体を流した際の位相差情報

について報告を行った．これらはまだまだ途中段階であり，さらな

る実験および検討が必要である．そこで，今年度までに単純直

管流路における検証を最優先課題として完成させることによって， 

次年度以降，本格的な模擬流路における結果について検討して

いくことを計画している． 
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